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Ｉ　はじめに
現在,子どもにとって汀なぜ,歴史を学ぶのか」
という意味が分かりづらくなってきている
。歴史
学習は
，昔あれこれの事柄があったとう過去の
知識を
，教師が子どもに提示する仕方で行われて
いる
。その結果歴史は，ますます自分の生活と関
係がなく，単なる教養としての知識と見なされていくことになる。
本来
，社会科の目標は，子どもに匚社会を見つ
める目」を育て，主権者として社会に主体的に参
画していく態度を養うことにある
。歴史学習にお
いても
，単に歴史的事象を理解させるだけではな
く
，歴史を通して社会と自己を見つめる目を育て
るという視点,が必要である
。なぜなら，子どもは
歴史を通して現代を認識し
，自己を認識するから
である几そして
，そのことが社会認識を鍛え育
てることになるからである。
確かに
，子どもの歴史意識は希薄になってきて
はいるか
，歴史を学ぶことへの関心が薄らいだわ
けではない
。子どもの周りには，差別やいじめ，
そして友達や家族との関係等
，日常生活の様々な
問題かおり
，それらに対して，彼らは無関心では
いられない
。このように考えていくと，子どもた
ちが自己の存在の歴史的意味を確かめ
，社会や自
己をとらえ直すことのできる歴史学習の創造が必
要になってくる。
そこで
，子どもたちの多様な問題関心にふれ，
歴史のなかの多様な人間の生き方や考え方にせま
ることのできる歴史学習の視点や方法として
，社
会史研究に着目することにした
。歴史学者の保立
道久氏も
，社会史研究が歴史学習の教材として生
きる場所は，概念的認識のスタイルを確保しなけ
野　畸　彰
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ればならない高校でなく，まずは小学校であると
指摘している2）。
本研究は
，子どもが歴史を通して社会や自己を
見つめることのできる小学校歴史学習の構築をめ
ざすものであるＯそのための方途として
，「歴史
の中の子ども」からせまる中世史学習の授業モデルを提案したい。
ｎ「歴史の中の子ども」からせまる意義
１．子どもへの着目
現行の歴史学習は
，子どもにとって時間的・意
識的に隔たりのある出来事を
，いかに興味を抱か
せつつ理解させるかに力が注がれている
。そこに
は
，教科書に記述された一定の知識を教えようと
いう教師の意図は見られるが,子どもの視点に立っ
た学びの意義が見えてこない
。
上記のことを
，有田和正氏の小学校６年の歴史
授業匚
一寸法師」を取り上げ,検証してみたい3）。
本授業の目標は
，匚一寸法師」の話を手がかりに
して
，戦国時代の人々の願いを考えることにある。
しかし
，授業過程での子どもの関心は，匚一寸法
師
」の願いよりも，そのモデル探しに集中してし
まう
。そこでは匚一寸法師」のもつ歴史学的な意
味が問われていないし
，匚なぜ，小さな（肉体的
ハンディをもった）子どもが主人公でなくてはい
けないのか
。」というわれわれの素朴疑問にも
答えを見つけることができないｏ
一寸法師は，祝
福を受けて出発したのではなく
，親から疎まれて
京へ旅立ったのである
ｏ。このことは，当時の人々
の意識（子どもと親の関係）を知る重要な資料と
なるであろう
。結局，有田氏は戦国時代の匚下剋
上」を教えるために，「一寸法師」をメタファー
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として使ったにすぎないと言えるのである
。
現在の歴史教育や歴史学に対して
，大江一道氏
も同様の指摘をしている
。「‾いま子どもが学んで
いる歴史は大人の歴史ばかりで
，子どもが自分の
存在の歴史的意味を確かめうる記述,子ども自身
の歴史の歩みにせまるアプロ
チーがない。（中略）
こういう歴史意識で進められる研究や記述では
，
必然的に子どもの存在は必要とされない七
，子ど
もの視点から歴史を問い直して見るという姿勢も
生まれない
。これでは，歴史のなかに自分もいる
という感覚をもって
，歴史をいきいきと学ぶ子ど
もが育つはずがないではないか
。」5）と。
本研究が目指す歴史学習は
，例えば有田氏が教
材化した匚
一寸法師」を取り上げるとすれば,子
どもがこの物語のもつ意味を歴史的に考察し
，主
人公（子ども）に焦点を当てて
，そこから見えて
くる中世の人々の思いや願いを探っていくような
学習である。
２
．歴史学研究における中世の子ども
中世の子どもは
，大人に保護されるべき存在で
はなく
，早くから大人の世界に立ち入り，小さな
大人として生活していた
。しかし現代の子どもは，
産業社会と学校が普及するなかで
，大人によって
管理される存在として置かれている
。このように
社会の中での子どもの位置づけ
一つをとってみて
も
，中世と現代は異なっており，子どもを通して
中世社会にアプロ
チーすることが可能である。
では
コ‾歴史の中の子ども」の何に着目すれば，
中世社会が見えてくるのであろうか
。
第１に
，中世の子どもの姿や役割に注目する。
姿とは
，肉体の成長，髪型や服装，持ち物までを
含み
，役割とは，子どもが日々，家族（社会）の
中でどのような生活をしているのかを問うことで
ある
。中世民衆にとって厂童」時代とは，だい
たい男15歳
，女13歳までであった。また，「７歳
までは神のうち
」という諺は，７歳以前の子ども
の生命の不安定さをあらわしており
，このことか
ら
，聖俗の境界にある特異な存在としての子ども
が浮かびあかってくる
。また，中世社会において
厂童」は，大人の世界では一人前ではなく，匚人」
とは見なされていなかった
。そこから，中世にお
ける子どもの社会的権利などがわかる。網野善彦
氏は
，中世では，童の姿をした成年男子は世俗か
ら離れた人間という考えが制度的に存在したこと
にも触れているＯ。 ’
第２に
，子どもをとりまく環境，とくに家族関
係に注目する
。西尾和美氏は，中世社会の各階層
における
一定の世襲的私有財産と家の成立が，そ
の継承と関わって子どもの存在を広く問題にする
状況を生んだと指摘している‰例えば，中世社
会において
，子どもの数が多いとか子どもがない
というのは
，どのような社会的意味をもっている
かを考えれば納得がいこう
。また高橋昌明氏は，
イエは身分の基礎資格であったと規定し
，匚中世
における個々の人間は通例イエと
一体化た存在
であり
，近代的意味の単なる個人ではない。そし
て
，イエを持たずイエを代表しない人間は，原則
として集団の成員とは認められていない」8）と説
明しているのも注目に値する
。
第３に
，大人が子どもをどのように見ていたか，
つまり中世における子どもの社会（家族）での位
置づけに注目する
。そもそも子ども少年・少女）
というのは
，近世・近代の所産であって，少年・
少女を子どもとして扱うことの困難な時代が
，中
世であった
。現代の子どもは，生まれる前から家
族による産育と教育の対象となっている
。しかし
親子
・家族関係は，時代をさかのぼればさかのぼ
るほど
，現代との違いを呈しているといえよう
Ｏ
黒田日出男氏は
，セックスとジェンダーの違いの
ように
，子ども期を自然的なものと社会的なもの
とに区別している
。そして,前者は，いつの時代・
社会の人間でも必ず通過するが
，後者については
社会によって
，時代によって，それぞれ違ってい
る
ことを指摘している‰
以上
，３つの視点に着目して教材化を行えば，
子どもを通して歴史の中の多様な人間の生き方や考え方にせまることができるであろう。
Ⅲ教育内容開発の方法１．物語教材の有効性
「‾歴史の中の子ども
」からせまる視点を生かす
題材として
，自己の存在の歴史的意味を確かめる
ことができ
，かつ子どもの生活とも密接に結びつ
いた昔話を取り上げたい。因みに,現代まで伝わっ
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ている昔話の中で
，中世社会における庶民の思い
や願いをあらわしているものとして
，室町時代に
作られた御伽草子の存在があげられる。御伽草子
の物語として
，『鉢かづき』『ものくさ太郎』『一
寸法師』『浦島太郎』『酒呑童子』などが
一般によ
く知られているが
，この中で多くの児童が知って
いる子どもを主人公とした物語を選び教材化した
い
。なぜなら，物語の主人公と年齢が近ければ，
たえず自分と対比して
，情景をイメー ジしやすい
と考えたからである
。そして物語から歴史を学べ
るという意外性もあり
，歴史を幅広くとらえるた
めの有効な手だてともなりうるからである
。
また
，物語が作られた時代の歴史的事象につい
ては
，年表，地図，その他具体物を用いて把握さ
せたい
。特に，挿し絵を手がかりにすることによ
り
，物語の多様な解釈が可能になろう。
２．物語研究のプロセス
物語の具体的な教材化の方法については
，以下
の３つの段階10）を設定する。
第１に，物語の構造を明らかにする。ソーンダ
イクの物語文法11）に則って見ていくと
，まず，
「‾人物
」・　匚場所」・　匚時間」を知る。次に，テー
マ「主人公の匚目標」）を読みとり，様々な匚エ
ピソ
ドー」をへて，最後に「‾解決」を確認する。
つまり，物語のあらすじを明らかにしていくので
あるＯ例えば
，御伽草子の匚時間」を室町時代と
して汀場所
」を難波や京として確認することは，
歴史学習の前提として必要なことであろう
。
第２に，物語の主人公の姿や行動，そして持ち
物にも着目し
，その社会的背景を明らかにする。
例えば,子どもを主人公にした物語を扱うときは
，
その時代の子どもの姿や役割，位置づけ，そして
その社会的背景を
，歴史学やその関連諸科学の最
新の成果で明らかにすることである。
第
３に，物語における事実と虚構の関連に着目
し，特に虚構を支える集合心性を明らかにする。
虚構の部分には
，その時代を生きた人々 の思いや
願いが含まれている。例えば，『一寸法師』の
匚鬼」や「‾打出の小槌」は，その時代の民衆の心
性の現れであり
，そこからは現代とは違った人々
の見方,考え方がわかるであろう。
以下，こうした視点と方法を踏まえて御伽草子
を素材とした具体的な授業モデルを作成したい。
I
ｖr一寸法師」の授業開発
１．御伽草子としての『一寸法師』
今日
，一般的な一寸法師の物語は，明治以降に
昔話や教科書を通して広まったと考えられる
。一
寸法師の歌（『尋常小学唱歌』１ノ中明治38年）
や国定教科書の内容が
，現代の昔話の基礎となっ
ている
。そこで，現代に伝わる昔話と御伽草子の
『
一寸法師』を比較したとき，中世的世界を浮か
びあがらせることのできる資料としては
，御伽草
子の『
一寸法師』に優位性があるといえよう。
２
．中世の子どもの描出としての『一寸法師』
一寸法師の物語は，小さな姿のままで活躍する
小さ子物語の代表作品である
。この他に，『小男
の草子』『ひきう殿物語』という題をもった物語
もある
。一寸法師が，親の目には「ｲ匕物風情」と
してしか映らなかったことを考えると
，小男とい
う肉体的ハンディは
，中世の人々の目にどのよう
に映ったのであろう。
山田厳子氏は
，「福子」という民俗学視点から，
異常児を得た後に富を得た場合
，人々は，異常児
が富をもたらしたととらえるとし
，一寸法師をこ
の展開の昔話であると位置づけている12）
。「福子」
とは
，主として身体に障害をもっ生まれた子ど
もを神から授かったと考え
，大事に育てれば家が
栄えるとする観念である。
ここでは
，「醜いもの」，「障害を持って生まれ
たもの
」などの肉体的ハンディを背負っている人
に対する「畏敬
」の念が見えよう。また，『一寸
法師』の主人公が
，普通に成長を遂げる子どもで
はなく
，いつまでたっても小さい，つまり肉体的
ハンディをもった子どもであるというのは
，藤掛
和美氏が言うように
，中世の人々の「差別される
弱者」へのヒューマニスティックまなざしがあっ
たからであろう13）。
3.中世民衆の描出としての「
一寸法師」
御伽草子に
，民衆の思いや願いが見いだされて
いることは周知のことである
。では，『一寸法師』
から
，中世の人々の夢や希望について知ることが
できるのであろうか
。ここで注目したいのが，鬼
の持ち物である「打出の小槌」である。御伽草子
－59－
の『
一寸法師』には，自分の背を大きくした後，
腹が減ったといって飯を出し
，さらに金銀を打ち
出して姫と都に帰るという記述かおる
。
しかし
，その後，打出の小槌はどうなったので
あろうか
。御伽草子は，その後の小槌については
何も語ってはいないし
，現代の昔話でも，一寸法
師の背を伸ばすだけに使われ
，その後の消息は不
明である
。ここで問題なのは，匚打出の小槌」の
機能や行方ではなく
，鬼がそれをもっていたこと
であるＯ中世の人々にとって鬼は
，地獄で責め苦
を行う恐ろしいもの
，見えないもの，また病気な
どの原因を作るものとイメ
ジーされていた。つま
り鬼は
，普通の人間は正反対な特徴を持ってい
る異界の住人として
，人々の意識の中に君臨して
いたのである
。黒田日出男氏は，一寸法師が匚打
出の小槌
」厂隠れ笠」厂隠れ蓑」といった鬼の宝の
すべてを奪い取ったことは
，これから訪れるであ
ろう匚しあわせ
」を示唆しているという14）。また，
このように鬼などを通して異界の存在を示してい
る事例は
，御伽草子の世界では多く見られる。そ
のことは
，物語の理解に有効に働くだけではなく，
御伽草子が作られた時代の異界のもつ
一般的なイ
メージとして，人々の心性を知る手がかりとなる
であろう。
４．一寸法師の教材化のねらい
ここでは
，中世の子どもに着目した一寸法師の
授業モデルを提示する
。この授業モデルの直接の
ねらいは
，物語の主人公，つまり小さ子「‾一寸法
師
」の生き方から中世の子ども像を，また，異界
の住人である鬼が持っていた匚打出の小槌
」など
の存在から
，中世の人々の思いや願いを考えるこ
とにある
。中世社会に生きた子どもの姿や役割，
そしてそれをとりまく世界を知ることは
，中世の
人々の心性にせまることである
。また現代を生き
ている子どもたちにとっては
，自分自身の意識や
生活とは違うことに気づくことになるからである
。
そこでは
，中世の子どもに共感したり，我が身を
振り返ったりしながら
，今住んでいる社会，今置
かれている自分の立場を見つめ直すことが可能に
なるであろう。
また
，歴史における人物学習においても，今ま
で軽視されてきた人々の意識や生活を視野に入れ
ー
ることの必要性を明らかにすることにもなる
。取
り扱う内容から
，前近代の単元の位置づけが適切
であるが
，強いて時代との関わりから考えるなら
ば,室町の文化の単元に組み入れることも可能で
ある
。そために，『一寸法師』の内容だけでは
なく
，この物語を生み出した当時の庶民の生活の
変化にも配慮して単元構成を行った。
５
．授業計画書
工。小単元　「一寸法師」
２ 目標 御伽草子の『一寸法師』を手がかり
に
，中世子ども像を探求し，中世
の人々の心性について考える。
３。小単元の構成（４時間）
（１）導入　御伽草子『一寸法師』は，本当の話
だろうか。　　　　　１時間
（２）展開　御伽草子『一寸法師』から，何かわ
かるのだろうか。　　　　２時間
・一寸法師は，なぜ家を出ていったのだ
ろう。　　　　　　　（Ｎ寺間）
・当時の人々は，鬼をどう見ていたのだ
ろう。　　　　　　　（工時間）Ｏ）終結
・中世の子どもは
，今の子どもとどこが
ちがうのだろうか
。　　　　0.5時間
・なぜ
，この時代に『一寸法師』が作ら
れたのだろう。　　　　　0.5時間
４。到達目標としての知識
○『一寸法師』は，室町時代につくられた御伽草
子の物語である。
○『一寸法師』の物語のあらすじは，肉体的ハン
ディを負った子ども（小さ子）が生きるために
知恵を働かせ,幸せになったというものである
。
○中世の子どもは
，家を支える貴重な労働力の一
員であり
，親や主人に従属的な存在であった。
○中世の人々にとって
，幸せとは自分の力だけで
つかむものではなく
，異界の力によって可能に
なるものとしてとらえられていた
。
○『一寸法師』の物語には
，民衆の力が向上して
いった時代の風潮が反映されている。
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５。授業展開
発　　 問 教授・学習活 動 資　料 予想さ れる児 童の回 答・認識
導
入
１，『一寸 法師』のお話を知 ってい る人 は， あらすじを
言 って ください。
２， 知 らな い人 もい るような ので， 次 の『一寸法 師』
のプ リントを読 んでみましょう。
３， こ の『一 寸法 師』 は，御 伽草子 という昔 の物語の
中 に収め られてい ます。 で は， こ の物 語 はいつ 頃作
られたので しょう。年 表で調べてみまし ょう。
４， 今伝 わってい る昔話 『一寸 法師』 は， 室町 時代に
作 られた御 伽草子が， もと になって いると言 われて
い ます。
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Ｐ　 答え る
① 厂一 寸 法 師 」
のプ リント
・ 歴史年 表
②挿 し絵 １
日本地図
③ 匚船 に よ る年
貢輸送」
・針，椀，箸
④挿し絵１～ ８
・あ まり知 らな い。
・昔 話 の『一 寸 法 師』 と は少
し違ってい る。
・御 伽草 子 は， 室 町時 代 に作
られ た。
・作り話だ。
・小さい 子ど もなんていな い。
・一寸 法 師， 夫婦， 宰相， 姫
様, 鬼
・一寸 し かな い子 ど も， 一寸
法師， 小さな子ど も。
・難波 から京へ川をさかのぼっ
ていった。
・淀川 を さか のぼ ってい た の
かな。
・針 の刀， お椀の船，箸 の櫂
・ こ の時 代の人 々 が， 日 常生
活で 使用したものであった。
・ 貴族 に 仕え る。　・ 姫を手 に
入れ る。　・鬼 を追 い払 う。 ・
鬼 の宝 物を 手 に入 れ る。　・背
が大 きくなる。
・貴族（中納 言） になった。
・幸 せにな った， など。
・主 人 公 は， 小 さい とい う肉
体的 ハンデ ィを 持 ちな がら も，
生 きるた めに知恵 を 働かせて，
幸せをつか んだ。
○こ の「一 寸法師」 のお話 は， 作り話 なのだろ う
か。 そ れとも本当 にあった ことが書いて あるのだ
ろ うか。
５， まず， 登 場人物を あげまし ょう。そ して各 自力 ー
ドに書いて みまし ょう。
６，主人公 はだ れで しょう。
７，一寸法師 は，どこから， どのよ うにして都にのぼっ
ていったのでし ょう。
８，難波 か ら，川 をさか のぼ って 京に行 きました。 こ
のこ とを 地図で 確かめて みまし ょう。 こ の時代 は，
川を使って の輸送経路 も発達 していました。
９，一寸法師が身につ けたものや使 った ものは何でしょ
つo
10，一寸法師 は， 都で はどのようなことをしたので しょ
つｏ
ｎ ，一寸 法師は， 最後に はどうな ったので しょう。
12， ここに ８枚の挿し絵があり ます。 これを見なが ら，
今日学ん だ『一寸 法師』 のあ らす じを思い 出して み
ましょう。
１，『一寸 法師』は，室町時代 の小さ い子 どもが主人公
の物 語でし た。 今 日は， こ の時代 の子ど もの生 活を
『一寸法 師』の物語から勉強してい きまし ょう。
２，今，君 たちは，家 での仕事が何かありますか。
Ｔ　問題 提起
Ｔ　発問し指名
・ 前 時 に 使 用 し
た カ ー ド ・プ リ
ント
・物 語 か らで も， 歴史 の 勉強
はで きる。
・お手伝い程度
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展開
１
３， で は， 室町時代 の子ど もたちの仕 事はどう だった
んだろ う。
４， 実 は， これが この時代 の子 ど ものようすを描 いた
絵で す。 これを見て気 がつい たこ とを 発表し ましょ
つｏ
５，工事現場で は， 童という子ど もの組 織が作られて，
大人 の仕事を 見習 って 働いて いまし た。 しかし， 給
料や 食べ物 は， 大人 の ５分 の１程度 しか もらえ ませ
んで した。 また， この頃 は男 の子 は牛 ・馬 の世 話や
そ れを引いて の運搬労 働を，女 の子 は水汲み，米 を
つい たり する仕事 が多 かったようです。
６， ここに， 働く子どもの姿を書い た日記 があります。
読んで みましょう。
農村 に働く子ど もは， 親 と一 緒 になって農業 を支
えてい ることがわかります。
Ｐ　答え る
Ｔ　発問 し指名
Ｐ　予想を 発表
Ｔ　資料提示
Ｔ　発問 し指名
Ｐ　答え る
Ｔ　説明 する
Ｔ　資料提示
Ｐ　音読
Ｔ　説明 する
Ｔ　 発問 し指名
Ｐ　 答え る
Ｔ　 発問 し指名
Ｐ　予想を 発表
Ｔ　 発問 し指名
Ｐ　予 想を発表
Ｔ　 発問 し指名
Ｐ　予 想を発表
Ｔ　 発問し指名
Ｐ　 答え る
Ｔ　 カ ード配布
Ｐ　 カ ード記入
(感想も含む)
⑤子 ど も の 働 く
姿 『 春 日 権 現 験
記絵 』
⑥ 農 村 に 働 く 子
ども『海道記』
・ 教 科書 ， 資 料
集
・子守 りや簡単 な手 伝い など。
・子 ど もが 大人 に混じ って 働
いてい る。
・子 ど も の労 働に は， 見習 い
的な性格があ った。
・待遇 はよ くなか った。
・子 ども固有 の仕事があ った。
・ こ の時代 は， 子 ど もは 保護
さ れ る存在 だ けで はな く， イ
エを 支え る労 働力 と して 見ら
れてい た。
・1  2,  3 歳 に なって も小 さ
い ま まな ので， 両 親 が化 け物
みたいだと思って いるのを知っ
たか ら。
・一 寸 法 師は， 体が小 さ くて
働けないか ら。
・ 子 ども はか わい いか ら， そ
んな ことは言 わない。
・り っぱになってやるぞ。
・ 室 町幕府 が あり， 日本 の政
治・経済・文化の中心地で あっ
た。
・ 子 ども も， 労 働力 として ，
家 の 仕事 を助 け る存 在で あ っ
たので， 肉 体的 ハ ンデ ィのあ
る子 どもは肩身が狭かっ た。
７， ○な ぜ， 子 どもであ る一 寸法 師は， 家を 出て
いったのだろう。
８， なぜ， 夫婦 は， 神様 にお 願いを してまで子 ど もを
授か ったのに， 厂化け物 のよ うな子 ども」 と言っ たの
でし ょうか。
９，君 たちが， 親だったらどうし たでし ょう。
10，一寸 法師は， どんな思いで都 に行 ったん だろう。
ｎ ，当 時の京都は， どんな ところだ ったんだろ う。
12， 一寸 法師 の行 動か らわか る， この頃 の子 ども につ
いて まとめてみましょう。
展
開
２
１， これまで，『一寸法 師』 から， 室町の頃 の子 どもに
つ いて考え て きましたが， 今日 は， こ の物語 にこめ
られ た人 々 の思 いを， 鬼を 通して 探って いきまし ょ
う。
２，鬼 とは何で しょう。 鬼と聞 いて どんな イメ ージを
もちますか。
Ｔ　 問題提起
Ｔ　 発問し指名
Ｐ　答える
Ｔ　問題提 起
Ｔ　資料提示
Ｔ　発問し指名
⑦ 槌 を も っ た鬼
の絵『春 日権現
・鬼 から何かわかるのかな。
・こわい。
・鬼は外。（節分の豆 まき）
・今 と同 じ よう に こわ い存 在
である。
・鬼が病人をね らってい る。
・病の原因 は，鬼か もし れな
３， ○こ の頃の人々 は， 鬼を どう見て いたの だろ
うか。
ここ に鬼 のよ うすを書 いた絵が ありま す。 こ れを 見
て気づい たことを発表 して下 さい。
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４， 鬼 は， 人 々にとって は見えな い存 在で， この世 界
と違う異界 に住 んで いるものと考えられてい ました。
人 々 は， 地獄 にいけば， 鬼の責 め苦 を受 けるこ とに
なり， 病の原因 も鬼 の仕業 と思 って いました。
５， そうした異 界に住んで いる鬼か ら奪っ た宝 は， な
んでしょう。 挿し絵か ら探して みましょう。
６， な ぜ， 鬼 はそのよ うなものを持 ってい たのでし ょ
つｏ
７， ３つ の道具 は， 普段使 われてい るものでし たが，
鬼 が持つ ことで不思 議な力 を持つよ うにな ったので
す。 こ の時代 の人 々のしあ わせをつ かむと は， 自分
の力だけではなく，異界 の力を借りることも必要だ っ
たので す。
Ｐ　答える
Ｔ　 説明する
Ｔ　資 料提示
Ｔ　 発問し指名
Ｐ　答え る
Ｔ　発 問し指名
Ｐ　予 想し発表
Ｔ　説明 する
験記絵』
⑧ 地 獄 絵 『 春 日
権現験記絵』
⑨ 鬼 の 話 『 今 昔
物語』
⑩挿し絵 ６
い。
・ 鬼 は見え な い存 在で あ るが
ゆえ に， 人 々 に恐 怖を あ たえ
た。
・ 打出 の小 槌， 隠 れ笠， 隠 れ
蓑
・ 不思 議な力 を 持 って い たか
ら。
・ 中世 社会 で は， 不安 も幸 運
も異 界 か ら来 るも のと 考え ら
れて い た。 そ こで， ３っ の道
具 は， 幸 せを あ らわす も のと
なった。
終
結
１，『一寸 法師』は， その時代 の子 どもの生 活や鬼など
のたとえを通 して人 々の願 いや考えが わか る物語 で
し た。
２，『一寸法 師』の時代の子ど もと君 たちとの生 活を比
べて みよ う。
Ｔ　説明 する
Ｔ　発問 する
Ｐ　カ ード記入
Ｔ　発問し指名
Ｐ　答え る
Ｔ　 説明する
Ｔ　 資料提示
Ｔ　 説明する
Ｔ　問 題提起
Ｐ　予 想し発表
Ｔ　資料 提示
Ｔ　発問 し指名
Ｐ　答え る
Ｔ　発問 し指名
Ｐ　調 べる
Ｔ　 次 時 問 題 提
起
⑩ 「小 さ 子」 伝
承分布図
⑩ 『 御 伽草 子 』
の主 人公一覧表
・ 教 科 書， 資料
集
・本 当 のこ とが 書 いて あっ た
んだ。
・今 の親 は，20 歳 まで は子 ど
もの面 倒を 見るが， この頃 は，
で きるだ け早く大人 になって，
労 働力 の一員 とな って ほし い
という願いが強かった。
・ こ んな 子 ど もがい る ことを
伝え たかった。
・ 武士 や貴 族 だけで な く， 庶
民 の男女 ，子 どもな ども多 い。
・ 『 御伽 草子 』を はじ めとす
る 室町 時代 の文 化 は， 庶民 の
生活 の向上 によって発展 した。
・ も っと庶 民 の文化 を 調 べて
いたい。
○親子関係 はどう違 うんだろう。 比べて みよう。
３， 今回 は， 子ど もの労働と家族 の関係 に重 点を 置い
て勉強し まし たが，で はなぜ，『一寸法 師』で は主人
公を 小 さ く成 長し な い子 ど もに し たの だろ うか 。
『一寸法師』 など の「小 さ子」 の物語 は，御伽草子 だ
けではなく，全国各地にありました。そこに は，人 々
の肉体的 に小さ く成長し ない子 どもに対 する優し さ
もあったのです。
４， この時代 には『一寸法 師』 のほか にたくさん の御
伽草子の物語が作られ まし た。
○なぜ， この時 期に『一寸 法師』 は作 られた のだ
ろ うか。
５， そ の御伽草子 の主 人公 につ いて 見て みまし ょう。
この一覧 表からわかること は何でし ょう。
６， 物語 の主人 公 には， 貴族 や武 士で はなく庶民 が，
多 かったで すね。で は， な ぜ， こ の頃に庶民を主 人
公 にした物語 が作 られたので しょう。 教科書 から調
べて みましょう。
７， 庶民 の力 が伸びて きまし たね。 こ の大 きな力 は，
どう社会を変えて いったのでしょうか。
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：『日本史辞典』角川書店, 1975年, p.l3330
④「一寸法師」挿絵１～８：日本古典文学全集『御伽草子集』小学館, 1979年, pp.394-402o
⑤働く子どもの姿：「新版　絵巻物による日本常民生活絵引　第４巻」平凡社　1984年　p.180
⑤農村に働く子ども
：『海道記』明治書院, 1976年，筆者が要約。
⑦槌をもった鬼：『新版　絵巻物による日本常民生活絵引　第４巻』平凡社, 1984年, p. 184
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⑧地獄絵：『新版　絵巻物による日本常民生活絵引　第４巻』平凡社, 1984年, p.2120
⑨鬼の話
日本古典文学全集『今昔物語集』小学館，筆者が要約。
⑩『一寸法師』挿絵６：日本古典文学全集『御伽草子集』小学館, 1979年, p.400o
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Ｖおわりに
本研究では
，「歴史の中の子ども」からせまる
中世史学習の方途として
，中世の子ども像をとら
える視点と物語の教材化の方法を提案し
，それを
踏まえて「一寸法師」の授業モデルを作成した。
今後の課題としては
，開発した授業モデルが，
本当に子どもにとって
，社会や自己を見つめ直す
ことができるのか
，実際の授業を行いその有効性
と問題点を明らかにすることである
。そして，子
どもの境界性・周縁性についてさらに検討を深め
ることである。
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